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1971.8  岡山県生まれ
 

1995.3  明治大学 理工学部 建築学科卒業
 

1999.4  津山市役所に入庁

      建築営繕歴13年＋建築指導歴3年
 

2015.4  津山市のFMスタート期に財政課へ異動

      FM＋PPPを両軸に活動・現在に至る

津山市 総務部 財産活用課

課長 川口義洋（建築専門職）

Profile

一級建築士・認定ファシリティマネジャー

内閣府PPP／PFI行政実務専門家・国交省PPPサポーター
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About

GLASS HOUSE



5About GLASS HOUSE：グラスハウスの概要



6About GLASS HOUSE：グラスハウスの概要
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収入：110,612千円

支出：210,247千円

津山市で一番大きな赤字施設

指定管理料は１億円超え

集客はあっても・・・経営は？

About GLASS HOUSE：グラスハウスの概要

（指定管理料） 1億1021万円
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平成10年度 岡山県営の施設として整備される

平成22年度
岡山県が改修工事を実施したのち

津山市へ無償譲渡される

平成23年度 指定管理による運営（10年間）

令和2年度 指定管理での運営を終了（いったん閉鎖）

平成20年度：グリーンヒルズを含む廃止方針を県が発表

平成21年度：存続を求める市民の署名活動（3万人）

平成26年度：津山市版事業仕分け（民間等で実施が望ましい）

About GLASS HOUSE：グラスハウスの概要
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Process
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「市営プールのあり方」について議論

市営プールについて

・統廃合やリノベ検討

・PPPの積極的な導入

・学校プールも検討

委員会から市長へ答申

2018

H30 FM委員会

Process：事業化までのプロセス



15

FM委員会
地元新聞

議会質問

Process：事業化までのプロセス
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R1年度 自分ごと化会議

（無作為抽出の市民WS）

課題を顕在化

総論を導き出す

2019Process：事業化までのプロセス
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R2.3月～5月

サウンディング実施

条件さえ整えば

独立採算での運営可能

ただし

プールでは不可能

 ・独立採算の可能性

 ・利活用の可能性

 ・事業の希望期間

 ・初期投資の方向性

 ・市に期待すること

2020Process：事業化までのプロセス
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FM委員会

自分ごと化会議

サウンディング

市民・議会への理解

やめることの決定

利活用への道

事業化への目論見

制度設計へ

Process：事業化までのプロセス
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ボトルネックは

水のランニングコスト

温水プールを前提としない

RO-PFI＋コンセッション

Process：事業化までのプロセス



24Process：事業化までのプロセス
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H31.1月 FM委員会の答申（市営プールあり方）１

H30.2月～R2.2月 市営プール庁内PT、自分ごと化会議（市民WS）２

R2.3月～5月 サウンディング（利活用の可能性）３

R2.10月 庁内政策決定・予算要求（債務負担）４

R3.3月～4月 実施方針条例の制定、実施方針・募集要項の公表５

 優先交渉権者の選定６ R3.7月

 RO契約の締結、改修工事の開始7 R3.11～12月

 コンセッション契約の締結、運営権の設定・運営開始8 R4.3～5月

Process：事業化までのプロセス
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Project



28Project：プロジェクトの内容
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Before

After
人工芝エリア

屋外プール

直線トラック

コートエリア

トレーニングエリア
カフェ

会議室

Project：プロジェクトの内容
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2022.5  ‘Globe Sports Dome’  としてOPEN

Project：プロジェクトの内容 2022


